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枠組壁工法は1974 に国 で ープン され

 

 材  

県 で された長級 のスギ で、 口

30 、36cmおよび 40cmのものをそれ れ

15本、15本および 12本の計 42本 し 試材と

した。また、それ れの 級に 程で

的に けされるＡ材、Ｂ材およびＣ材の品質

ンクが て含まれるように した。 

 の  

の 的な として、 ての に い

て、 口 、元口 、材長、 り、 口断面におけ

された工法となった。以後、国 の 工

が 的に減少 にある中においても、枠組壁

工法による 工 は 実に 加を けて て

いる。 の国 の枠組壁工法による 工 は、

工 の 12 程度で している。枠組壁工

法に用いられる 材（以下、 ー ー材）は、

では から された SPF 製材が と

なっているが、2015 の枠組壁工法構造用製材

び枠組壁工法構造用たて 材の日本農林

（以下、 ー ー材の JAS）の な に

より、スギ等の国 材の新たな が さ

れた と 、 の SPF 製材 の高 から、国

材 ー ー材の の機 が高まって

いる。 、 には国 材 ー ー材の生

点がな 、県 は 県 県な

の工 より している である。

ストの低減 元 材 用 の 心から、県 ス

ギを 用した ー ー材の生 ・ を

する も上がっている。 の とから、 後生

の 加が される県 スギ 材の の

として、 ー ー材も有 な とし

て考えられる。そ で、県 スギ 材から ー

ー材として もよ 用いられる寸法型式

204 材（断面寸法 38mm×89mm）を製材試験して、

ー ー材の JAS に された 等級

による品質 を行った。 

る 、 心、 平率を した。また、 材の

日本農林 （以下、 材の JAS）に する の

材（ の 30 以上に 用）の に基 、

、曲がり、木口 れ は け、 まわり、

れ、 い は 、 び下りを し、基準に基

材の等級（品質の高い に、 等～ 等）を

した。 

３ 製材 

のような基本木取りで、 断面寸法

45mm×105mmとして 材 能な け製材した。製材

は、 の から 45mm の 材を ン

ン ーで 能な け 断してい 、中 の

105mmのタ 材を得た。 に 材はギ ン ー

で 105mm に 断、タ 材は で 45mm に

断する とで、 断面寸法に 上げた。なお、

に を れる は に応 、 力

製材所 ータの 断によって した。 

４ 乾燥 げ 

した材は人工乾燥（中温乾燥）して、204

材(乾燥材 の 断面寸法38mm×89mmに ー

上げした。 

 204材の品質評価 

ー ー材の JAS に する 枠組材

の に基 、 上げた ての 204 材に いて

点 を行い、 等級 した。 的な

は、以下の りである。 

 は 、 れ、 、 、 れ（ れ、

その の れ）、 れ、 立ち、 違い、

れ、はな ち、ロー びか な け、 ップ

ーク、 ーク、 り し、曲がり、 り

は れ、 行の  

 上 各 に いて、基準に基 、品質の高い

に特級、 級、 級、３級、等級 と けし、

も低い等級をもって、その204材の等級とした。 

 

 の品質評価 

試 42本の な 元を表 に す。 と

の が 以 ったが、 40 で

は、 も見られた。 口 の実 は、
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・ は : は （JASのとおり）

・ り: り（JASのとおり）

・ れ: れ（ れ、その の れ）

・ 等: 、はな ち、 り し

・その : れ、 、 れ、 立ち、

違い、 れ、ロー びか な

け、 ップ ーク、 ーク、

曲がり、 れ、 行の  

３ 品質  

 ３に、Ａ材～Ｃ材の ンク とに、

本から得られた 204 材の平均製材本 を 等

級 に 計した。Ａ材では 等級の上 （特級～

級）が める 合が の ンクより い

であった。 の とから、品質の高いＡ材 から

は、品質の高い 204 材を多 材し すい とが

された。しかしながら、 ンクの低いＣ材で

あっても、 本 たりの平均製材本 の総

はＡ材、Ｂ材と な差は 、 等級 級以上

を 程度は 材 能である とを考えれ 、

用 があると考えられる。 

４ の  

 204材の 等級が下 （３級、等級 ）に

けされた 227 に いて、その等級の と

なった （各 の材で も等級が低かった

）を 計し、その 合を に す。

計の は、 ー ー材の JAS に された

（ ）を下 のように 約した。 

30 では 31.2 ～ 4.4 、 36 では 36.6

～40.6 、 40 では、40 5 ～44.8

の であり、 的に 口 30 ～45 の

を した となる。 回 した 的

とＡ材～Ｃ材の品質 ンクの から する

と、 ンク けには が も され、さらに が

少な ても、曲がり りが であれ れも

考 されているようである。 の品質 ンクと

材の JAS による等級とを対比すると、Ｃ材に

けされたものの と が 材の JAS でも比較

的低 な３等に けされ、 の整合性が見ら

れた。 で、Ａ材に けされた の中には、

材の JASでは下 の等級（３等、 等）に け

されたものが見られ、 れらは、 材の JAS の基

準において まわりもし は の によって等

級を下げていた。 の品質 ンクと 材のJASに

よる等級では、 される 同 でも

基準に差 があり、 に な差が生 る

合がある とが かった。 

 204材の  

試 計 42本から 的に得られた 204材は

計 668 であった。 総 に対する製品

りは 41.5 であった。なお、製材の 程で、

の で がかから の が し

した材は、 では している。 、その

ような材でも、 口 の を したり、小

な の材 に するな 、 用の は

にある。 

計 668 の 204 材に いて、 ー ー材

の JAS に基 枠組材の 等級 を

に す。特級: 99 （14 ）、 級: 48

（7 2 ）、 級: 294 （44.0 ）、３級: 138

（20 7 ）、等級 : 89 （13. ）であった。

多の 級と 小の 級の間で が いが、

れは ー ー材の JAS での 「

は 」において、より される「 」の が

級以上と 級以下で なるためで、その 、基準

が となる 級 の け が減ったものと考

えられる。実 の枠組壁工法の には、 枠

組材の 級以上が される 合が多いが、

の 66 0 が れを満たした。また、スギの 204 材

はスタッ と れる 枠材としての用 が

されるが、国 第 1540 の によれ

枠組材の３級以上で れに 用 能で、

86.7 が れを満足した とになる。 

として も多かったのは は で

以上を めた。 は 期に された材に多

、 に もれた を考 した製材は 能で

あり、また比較的断面が小さい 204 材では 対的

に の影響が強 れたと考えられる。

として に多かったのは りで３ を めた。

によっては な 長応力を しており、製

材時に る材が 見された。 れ、 等、

その が となったのは で少なかった。 

 の

本 では、204材の品質 として 等級を

対 としたが、 れに加えて 材として め

られる強度的性能に いても してい が

ある。また、 材 用を 頭に け 、 本の

から多 の 204 材が生 される とから、

断面 の品質 に いて、 等級、強度的性

能の 面から らかにしてい がある。 
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用  

（ ）日本木材加工技術 会（2020）木材工業 

Vol.75, No.11: p.449-454 

204 材 

径

 （ 径 40 の ） 

 の  

材 AS 番 末口径 材長元口径 り １ 末口 心 節 個数 曲がり矢高 目まわり
等級（cm） （cm） （cm） （％）（cm） 年輪数 （mm） （％）

30
（mm）

A 1 31.5番 35.3 417.5 0.9 44 17 10.032 15
30

0.0
A 1 32.3番 35.3 414.5 0.7 45 15 30.074 16

30 A
0.0

2 33.2番 37.1 417.5 0.9 44 7 10.033 19
30

0.0
A 2 33.3番 38.1 414.6 1.2 45 22 30.015 20

30
0.0

A 2 33.8番 42.3 411.9 2.1 49 26 00.109 30
30

0.0
B 3 31.7番 35.5 411.8 0.9 777 200.059 17

30
3.1

B 3 32.2番 36.4 410.9 1.0 53 13 40.031 35
30 B

3.5
3 33.2番 38.9 409.4 1.4 42 11 150.076 20 0.0

30 B 2 33.2番 36.7 416.1 0.8 62 21 80.107 21
30

0.0
B 3 33.4番 38.7 421.5 1.3 45 7 130.110 20

30
3.5

C 3 31.2番 35.2 409.5 1.0 44 7 180.063 19 0.0
30 C 2 32.2番 36.2 409.1 1.0 64 36 10.117 23
30

0.0
C 3 33.6番 37.4 410.0 0.9 47 9 100.038 9

30
0.0

C 3 34.2番 40.6 409.2 1.6 42 15 90.057 22
30

3.3
C 3 34.4番 39.3 409.8 1.2 846 16 170.119 0.0

36 A 3 36.6番 40.2 414.9 0.9 74 18 90.008 15
36 A

4.1
2 37.8番 44.9 418.6 1.7 62 17 00.094 25

36
0.0

A 1 37.9番 42.5 414.2 1.1 66 5 00.081 13
36 A

5.0
2 38.0番 43.4 415.0 1.3 48 32 00.049 18

36
15.8

A 2 38.1番 43.1 420.9 1.2 40 10 20.078 18
36

0.0
A 2 38.6番 43.8 415.8 1.3 53 6 00.026 21

36 A
11.6

1 39.2番 44.2 409.8 1.2 64 8 00.105 10
36 A

0.0
1 40.6番 45.0 413.2 1.1 60 34 10.060 9 0.0

36 B 3 37.8番 41.5 403.7 0.9 59 22 8 70.026 8.4
36 B 2 38.3番 43.5 418.4 1.2 60 13 10.104 15
36 C

17.7
3 37.7番 42.3 412.8 1.1 538 28 160.053

36
3.5

C 3 38.2番 42.9 416.2 1.1 64 25 140.028 17 0.0
36 C 3 38.6番 43.6 427.5 1.2 44 29 200.083 20 0.0
36 C 3 39.1番 46.7 435.5 1.7 50 18 320.074 39 0.0
36 C 3 39.4番 46.8 422.2 1.8 67 8 130.021 39 0.0
40 A 1 40.5番 44.6 412.1 1.0 570 1 70.015 0.0
40 A 1 40.8番 43.6 410.1 0.7 49 16 50.046 16
40

0.0
A 4 40.9番 50.0 413.5 2.2 48 6 00.046 20

40
32.2

A 3 41.6番 46.9 416.8 1.3 63 13 17 210.038 0.0
40 A 1 41.8番 45.1 409.0 0.8 72 33 00.031 14
40

0.0
A 3 44.1番 48.3 414.0 1.0 71 15 160.007 12

40
0.0

B 3 42.3番 45.6 411.5 0.8 544 30.035 19
40 B

0.0
3 43.0番 47.2 415.2 1.0 88 13 50.061 23

40
28.1

B 3 44.8番 50.1 413.7 1.3 83 23 170.121 53 7.6
40 C 2 １番 41.8 53.9 439.1 2.8 44 10 00.045 32
40

18.5
C 3 42.6番 48.9 447.6 1.4 97 0 10 770.061 8.2

40 C 3 １番 43.2 56.1 419.1 3.1 71 22 20.045 57 0.0

１: （元口径 末口径）/長 ×100、 : 末口 時 長径 径 丸太
: 末口 （長径 径）/長径、 : 木口 年輪 割れ長 木口 長 割
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